
【取組内容】 発達段階に応じた情報活用能力の段階的な育成
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② 情報活用能力の育成 発達段階に応じて段階的に情報活用能力を育成していくために、「情報
活用能力育成のための指導計画」を作成している。各学年で身に付けておくべき活用能力を共通理解
し、できることは前倒ししながら活用能力の習得を目指している。今後は、定期的に児童が達成度チェッ
ク行っていくことで、児童の達成意欲も高まり、効果的だと考える。

【情報活用能力育成のための指導計画】
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